
アズーラグリーン、 日本アグフア・ゲバルト株式会社、 012235_000001-2、 2006/09/09、 1/5 

 

製品安全データシート 
１. 製品及び会社情報 

製品名 アズーラクリーン 

会社名 日本アグフア・ゲバルト株式会社 

住所 東京都目黒区東山3-8-1 

担当部門 グラフィックシステム事業部 

TEL番号 03-5704-3142 

FAX番号 03-5704-3089 

製品コード 012235-PYKZ6 

緊急連絡先 (事故に伴い急性中毒恐れがある場合) 

(財)日本中毒情報センター 

中毒１１０番 

（大阪）072-727-2499 (無料・通話料は相談者負担) 365日 24時間対

応 

（つくば）029-852-9999 (無料・通話料は相談者負担) 365日 9時から

21時対応 

整理番号 012235_000001-2 

 

２. 組成・成分情報 

単一化学物質・混合物の区別 混合物 

主な用途 PS/CTP 用処理剤 

一般名 AZURAKLEEN 

危険有害成分 情報なし 

危険有害不純物 情報なし 

官報公示整理番号 
成分 含有量 化学特性 

化審法 安衛法 
CAS 番号 

水 50%～60% H2O   7732-18-5 

石油蒸留物 10%～20%    64742-82-1 

リン酸 5%～10% H3PO4 (1)-442  7664-38-2 

ケイ酸アルミニウム 5%～10%  (1)-26  12141-46-7 

エアロシル(シリカゲル) 1%～5% SiO2 (1)-548  7631-86-9 

労働安全衛生法 法第５７条の２、施行令第１８条の２別表第９名称等を通知すべ シリカ(政令番号：311) (1%～5%) 

き有害物 りん酸(政令番号：616) (5%～10%) 

 

３.危険有害性の要約 

最重要危険有害性 有害性 

有害性 飲み下すと有害である。 

特定の危険有害性 情報なし 

主要な徴候 長期曝露により、頭痛、めまい、疲労感、吐き気、嘔吐の恐れ。 

 

４.応急措置 

吸入した場合 新鮮な空気の場所に移動させ安静にする。 

作成日   2006/03/03 

改訂日   2006/09/09 



アズーラグリーン、 日本アグフア・ゲバルト株式会社、 012235_000001-2、 2006/09/09、 2/5 

応急措置後速やかに医師の診断を受け指示に従う。 

皮膚に付着した場合 すべての汚染された衣類は直ちに脱ぐ。 

多量の水及び石鹸で洗い流す。 

応急措置後速やかに医師の診断を受け指示に従う。 

目に入った場合 直ちに清浄な水で１５分以上洗眼する。 

眼球を傷つける可能性があるのでこすらない。 

応急措置後速やかに医師の診断を受け指示に従う。 

飲み込んだ場合 多量の水で口を洗う。 

被災者に意識のない場合は、口からなにも与えてはならない。 

吐かせてはならない。 

コップ１－２杯の水または牛乳をのませて胃内を薄めてもよい。 

応急措置後速やかに医師の診断を受け指示に従う。 

応急措置をする者の保護 ７取扱い、８保護措置要参照。 

医師に対する特別注意事項 ７取扱い、８保護措置要参照。 

 

５.火災時の措置 

消火剤 散水 

水、泡、二酸化炭素、粉末、乾燥砂 

消火を行う者の保護 消火作業は風上から行い、有毒なガスの吸入を避ける。必ず適切な保護具(手袋、眼鏡、マスク

等)を着用する。 

 

６.漏出時の措置 

 

人体に対する注意事項 作業者は保護具(「８暴露防止及び保護措置」の項を参照)を着用し、眼、皮フへの接触や、ガス

の吸入を避ける。 

環境に対する注意事項 漏出された製品が河川等に排出され、環境への影響を起さないように注意する。万一、河川等

に流出した場合は、直ちに関係当局へ報告する。 

本製品は環境中の生物や水質に影響を及ぼす成分を含むので、漏出物を河川や下水に流し

てはいけない。 

除去方法 危険でなければ漏出源を遮断し、漏出物を吸収剤で拭き取り、漏出／流出を防止する。 

回収した漏出物は「１３廃棄上の注意」に従って廃棄する。 

 

７.取扱及び保管上の注意 

取扱い ８暴露防止及び保護措置要参照。 

取り扱う場合は、熱と発火源から遠ざける。 

技術的対策 着衣、皮膚、粘膜に触れたり、眼に入らないように、適切な保護具を着用して取扱う。休憩場所

には、手洗い、洗眼等の設備を設け、取扱い後に手、顔等をよく洗い、うがいをする。また、休

憩場所には汚染された保護具を持ち込んではならない。 

注意事項 酸性なので強アルカリ性の製品との接触を避ける。 

皮フ、粘膜または着衣に触れたり、眼に入らないようにする。 

取扱いの都度、容器を密閉する。 

作業場の換気を十分行う。 

安全取扱い注意事項 強アルカリとの接触禁止。 

長時間または反復の暴露を避ける。 

眼、皮フ、衣服との接触を避ける。 
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保管 容器は密閉して直射日光を避ける。 

適切な保管条件 情報なし 

安全な容器包装材料 十分な強度を有するプラスチック容器を使用する。 

 

８.暴露防止及び保護措置 

管理濃度 含水微粉ケイ酸 [ 3.0mg/m3(遊離ケイ酸0%) ] 

りん酸 [ 設定されていない ] 

許容濃度 

 日本産業衛生学会 ＡＣＧＩＨ ＯＳＨＡ 

含水微粉ケイ酸 0.5mg/m3(inhalated dusts) 2mg/m3 

(total dusts)(産衛学会) 

  

りん酸 1mg/m3(産衛学会) TWA 1mg/m3 , STEL 

3mg/m3,(ACGIH) 

PEL 1mg/m(3), (OSHA) 

保護具 化学品の取り扱いに適した予防措置を厳守すること。 

呼吸器用の保護具 防塵マスク、簡易防塵マスク 

手の保護具 耐酸性保護手袋 

目の保護具 保護眼鏡(普通眼鏡型、側板付き保護眼鏡、ゴーグル型) 

皮膚及び身体の保護具 保護服、保護長靴、保護前掛け 

適切な衛生的な対策 食べ物、飲み物、飼料から離して管理すること。 

衣服などが汚染したら、直ちに取り除く。 

喫煙、飲食の前には、常に手、顔、腕などを水と石鹸で洗うこと。 

保護具は清浄して清潔に保つ。 

 

９.物理的及び化学的性質 

製品として 

物理的状態 

形状 液体 

色 白色 

臭い 石油臭(エーテル臭) 

ｐＨ 2 

物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲 

沸点 >100℃ 

融点 <0℃ 

引火点 引火せず 

発火点 >300℃ 

爆発特性 

爆発限界下限 該当なし 

爆発限界上限 該当なし 

蒸気密度 該当なし 

密度 1.150 

溶解性 

溶媒に対する溶解性 水に微溶。 

溶媒の溶解性 情報なし 
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嵩比重 情報なし 

 

１０.安定性及び反応性 

安定性 通常の取り扱いでは安定している。 

反応性 データなし 

避けるべき材料 強アルカリとの接触は避けること。 

危険有害な分解生成物 データなし 

 

１１.有害性情報 

製品として 

急性毒性 データなし 

局所効果 皮フ刺激性あり。 

 

含水微粉ケイ酸として 

急性毒性 データなし 

 

りん酸として 

急性毒性 経口 LD50 ラット---1530mg/kg 

吸入 LC50 ラット(4H)＞0.2mg/L 

経皮 LD50 ウサギ---2740mg/kg 

 

１２.環境影響情報 

製品として 

生態毒性 情報なし 

 

含水微粉ケイ酸として 

生態毒性 情報なし 

 

りん酸として 

生態毒性 ミジンコ(EC50, 96H)＝100mg/L 

バクテリア(EC50, 16H)＝270mg/L 

 

１３.廃棄上の注意 

特別管理産業廃棄物の処理は都道府県知事の許可を受けた特別管理産業廃棄物処理業者に、内容を明示して処理 

を委託する。 

家庭用廃棄物、ごみまたは他の固形廃棄物と一緒に廃棄しないこと。 

排水溝に廃棄しないこと。 

 

１４.輸送上の注意 

国際規則 該当しない 

国連番号 該当しない 

国連分類 該当しない 

輸送の特定の安全対策及び条件 

輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。 
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１５.適用法令 

労働安全衛生法 法第５７条の２、施行令第１８条の２別表第９名称等を通知すべき有害物 

 

１６.その他の情報 

参考文献 製品安全データシートの作成指針（改訂版）社団法人日本化学工業会 

その他 １． 本製品安全データシートのお取扱いについて 

記載内容は現時点で入手できた情報に基づいて作成しておりますが、記載データや評価に関してはいかなる保

証をするものではありません。 危険有害性の評価は、法令の改正及び新しい知見に基づき改訂されることがあり

ます。また記載事項は当製品についての通常の取扱いを対象にしており、特殊な取扱いについては、新たに用

途・用法に適した安全対策を実施の上、十分は配慮した上、お取扱い願います。さらに、この製品安全データシ

ートの作成目的は製品の安全に関する情報を提供するものであって性能品質を保証するものではありません。 

２． R-、S-フレーズについて 

下記にR-、S-フレーズ、危険記号の記載がある場合、これらの一部は、個別の成分（第２項）についての注意も併

記しています。 

必ずしも本製品全体には適用されない場合もあります。 

R52 水生生物に有害性 

R53 水生環境中で長期の悪影響を及ぼす恐れがある 

R65 有害性 ： 飲み込むと肺障害を引き起こす恐れがある 

   変更点 「１．製品及び会社情報」に変更があります 

 

 


